
NEWS RELEASE        国土交通省 神戸運輸監理部 

近畿運輸局 

近畿地方整備局 

大阪航空局 

 

「観光ビジョン推進関西ブロック戦略会議」（仮称）   

を設置・開催します。 
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観光ビジョン掲載施策の具体的な取組の推進を図るため、藤井国土交通大臣政務官をΏ
お迎えして、「観光ビジョン推進関西ブロック戦略会議」を設置・開催します。 

Ώ
関西地域における「明日の日本を支える観光ビジョン」掲載施策の具体的な取組の推進 

を図るべく、既存の「訪日外国人旅行者の受入に向けた関西ブロック連絡会」を発展的に 

改組して、「観光ビジョン推進関西ブロック戦略会議」（仮称）を平成２９年５月１０日 

に設置・開催します。 

本戦略会議では、地域毎に異なる課題の解決及び地域の特色を活かした観光振興のため 

の環境を整備していくこととし、現状把握、課題整理を行い解決に向けて取り組んでまい 

ります。 
 

日  時 ： 平成２９年５月１０日（水） 10:０0～12:00 
 
場  所 ： ホテルプリムローズ大阪（鳳凰の間） 

         大阪市中央区大手前３丁目１－４３（裏面地図参照） 
 
内  容 ： １．設立趣旨・ワーキンググループ構成等 

内  容 ： ２．情報提供 

内  容 ： ３．その他 
 

【参加団体等】 

国 ：近畿運輸局、近畿地方整備局、大阪航空局、神戸運輸監理部、近畿総合通信局、近畿農政局、 

近畿経済産業局、近畿地方環境事務所 等 

団 体：関西観光本部、関西経済連合会、関西商工会議所連合会、日本観光振興協会関西支部、 

国際観光振興機構、関西鉄道協会、近畿旅客船協会 等 

自治体：大阪府、兵庫県、京都府、滋賀県、奈良県、和歌山県、福井県、大阪市、京都市、神戸市、堺市 

事業者：西日本旅客鉄道、東海旅客鉄道、新関西国際空港 等 

 

※会議の撮影は冒頭挨拶まで、傍聴は開始から終了まで可能です。 
 

同時記者発表：近畿運輸局、近畿地方整備局、大阪航空局 

配布先  問い合わせ先 

神戸海運記者クラブ 

 

神戸運輸監理部 総務企画部 企画課 

担当：池田、大山 

電話：０７８－３２１－３１４４（直通） 

こうべぇ 

平成２９年 5 月 8 日資料配布 

平成 29 年 5 月 9日訂正 



 

   ホテルプリムローズ大阪 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
電車の場合 

地下鉄谷町線・中央線「谷町四丁目」駅下車 1B 出口より 

徒歩約 1 分（パスポートセンター2F） 

 

車の場合 

東大阪方面からのご来館： 

阪神高速 13 号東大阪線「森ノ宮」出口より約 1.2km 

 

1 号環状線からのご来館： 

阪神高速 13 号東大阪線「法円坂」出口より約 500m 

 

 



国土交通省近畿運輸局国土交通省近畿運輸局観光ビジョン推進関西ブロック戦略会議（仮称）の設置案

観光ビジョン推進関西ブロック戦略会議（仮称）

構成員例

事務局

開催頻度

・地方運輸局・地方整備局・地方航空局
・関係省庁地方支分部局（地方農政局・地方経
済産業局・地方総合通信局・地方環境事務 等）

・文化庁（地域文化創生本部）
・自治体（都道府県・政令指定都市等）
・空港・港湾・道路管理者
・各事業者団体（交通事業者団体・旅行事業者
団体）

・観光関係団体（広域の観光機構やＤＭＯ等）
・その他、経済団体、日本政府観光局（JNTO）
等、必要と認められる構成員

地方運輸局及び地方整備局

〇親会 年１回程度
〇ＷＧ 年２～３回程度

観光ビジョン推進関西ブロック戦略会議（仮称）

はなやかKANSAI魅力アップＷＧの新設戦略会議の実施体制

-3-

戦略会議は次に掲げる事項について取り組みを行う。
（１）観光ビジョン掲載施策の各地域での具体化に係る取組の推進
（２）各構成メンバーの取組に関する情報共有及び調整
（３）その他、戦略会議の目的を達成するために必要な事項

戦略会議の取組事項
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○はなやかKANSAI魅力アップＷＧでは、国立公園のナショナル
パーク化、文化財の観光資源化等の公的施設の公開等を基本的に
議論する場とする。
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○取り組む観光ビジョン掲載施策等
・「魅力ある公的施設」を、ひろく国民、そして世界に観光資源と
して開放

・文化財の観光資源化として、「保存優先」から観光客目線での
「理解促進」、そして活用

・「国立公園」を、世界水準の「ナショナルパーク」化へ向けて
・地方の商店街等における観光需要の獲得・伝統工芸品等の消費拡大
・産業観光を軸とした観光資源のさらなる充実


